
　

毛
呂
山
町
に
、
広
大
な
蓮は

す

池
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
総

合
公
園
プ
ー
ル
の
跡
地
で
蓮
が
栽

培
さ
れ
、
今
年
、
２
度
目
の
公
開

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

蓮
の
栽
培
は
、
平
成
23
年
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
年
、
行

田
市
か
ら
貴
重
な
古
代
種
「
行
田

蓮
」
を
分
け
て
い
た
だ
き
、
苦
心

の
末
、
翌
年
に
栽
培
を
成
功
さ
せ

ま
す
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
事
業

が
発
展
し
、
着
手
か
ら
３
年
目
の

昨
年
、
つ
い
に
一
般
公
開
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

夏
に
咲
く
蓮
の
花
は
、
夜
明
け

に
開
き
昼
に
花
び
ら
を
閉
じ
る
た

め
、

限
ら
れ
た
時
間
し
か
見
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

泥で
い
ち
ゅ
う

中
か
ら
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
茎く

き

に

咲
く
大
輪
の
花
は
、
そ
の
清
ら
か

な
美
し
さ
で
見
る
人
の
心
を
魅
了

し
ま
す
。

　

昨
年
の
公
開
で
は
、
人
づ
て
に

評
判
が
広
が
り
、

５
千
人
以
上

が
、
か
つ
て
の
プ
ー
ル
だ
っ
た
場

所
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
蓮
の
美

し
さ
に
感
動
す
る
中
に
ま
じ
っ
て
、

時
折
「
懐
か
し
い
」
と
い
う
声
が
聞

こ
え
た
と
い
い
ま
す
。

特
集

拓
く

の花

光
明

―
毛
呂
山
総
合
公
園
プ
ー
ル
跡
の
花
蓮
栽
培
―
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一
度
は
用
途
を
失
っ
た
場
所

が
、
蓮
の
力
で
活
気
を
取
り
戻
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
毛
呂
山
町
の

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
、
虫
や

鳥
、
そ
し
て
人
の
集
ま
る
癒い

や

し
の

空
間
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
、
蓮
池
の
畔

ほ
と
り

で
、

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

3

　総合公園プールは、昭和

58 年、当時近隣市町に無い

大型のプールとして、開業し

ました。

　毎年、町内外から多くの人

が訪れ、最盛期にはシーズン

中 12 万人の来場を記録しま

した。

　しかし、年々利用者が減少

していったことや、老朽化す

る施設を直すのに多額の費用

がかかるなど、その維持が困

難となり、平成 18 年に 24 年

の歴史に幕を下ろしました。

総 合 公 園 プ ー ル

▲プールの盛況ぶりを伝える「広報もろやま」昭和 58 年 8 月 25 日号
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蓮
の
植
え
替
え
は
、
３
月
中
旬

に
行
わ
れ
ま
す
。
泥
中
で
冬
を
越

し
た
地ち

か

け

い

下
茎
（
レ
ン
コ
ン
）
を
掘

り
出
し
、
選
別
し
て
植
え
な
お
す

作
業
で
す
。

　

地
下
茎
は
傷
が
付
く
と
、
そ
こ

か
ら
腐く

さ

っ
て
し
ま
う
た
め
、
掘
り

出
し
は
手
作
業
で
、
特
に
丁
寧
に

行
わ
れ
ま
す
。
掘
り
出
し
た
地
下

茎
を
水
で
洗
い
、
育
ち
の
良
い
物

だ
け
を
堆
肥
な
ど
を
よ
く
練
り
込

ん
だ
土
の
中
に
戻
し
ま
す
。　
　

　

４
月
下
旬
、
水
面
に
葉
が
顔
を

出
し
始
め
ま
す
。
蓮
の
葉
は
、
水

面
に
浮
く
『
浮う

き

は

き
葉
』
と
、
水
の

上
に
立
つ
『
立た

ち

は

ち
葉
』
の
２
種

類
に
分
け
ら
れ
、

ど
ち
ら
に
も

撥は
っ
す
い
せ
い

水
性
が
あ
る
た
め
、
弾
か
れ
た

水
滴
は
、
踊
る
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
き
ま
す
。

　

同
じ
こ
ろ
、
水
の
中
に
藻も

が
生

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
葉
や
蕾

つ
ぼ
み

に
絡か

ら

み
つ
く
と
成
長
を
妨

さ
ま
た

げ
る
た

め
、
熊
手
な
ど
を
使
っ
て
取
り
除

き
ま
す
。

蓮
の
一
年

5 広報もろやま　７月１日号 4広報もろやま　７月１日号



福田　靜
し づ こ

子さん

　公開まで、いろいろな思いがありました。だ

からこそ、見に来てくださった人に「きれい」

「すごい」と言っていただいた時には、感動で

涙が出てきました。蓮が咲いたときも感動しま

すが、お客さんの声が一番励みになりました。

　昨年の一般公開終了後から、今年の開園が

楽しみで準備をしてきました。今年は、花托

や種で作った手芸品の展示もあります。お子

さんや、蓮に詳しくない人にも楽しんでもら

えるような工夫をこらしてお待ちしています。

　

蓮
の
栽
培
に
は
、
一
年
を
通
し

て
の
多
く
の
世
話
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
総
合
公
園
で
は
一
般
公
開

ま
で
に
、
蓮
の
育
成
だ
け
で
な
く

施
設
の
美
化
な
ど
も
必
要
で
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
熱
心
に
手
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
大
谷
木

地
区
に
お
住
ま
い
の
福
田
さ
ん
ご

夫
婦
で
し
た
。
自
宅
で
栽
培
し
て

い
た
蓮
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
ご

　

５
月
下
旬
、
立
ち
葉
に
寄
り
添

う
よ
う
に
『
花は

な

め芽
』
が
伸
び
出
し

ま
す
。
茎
の
先
端
に
つ
い
た
小
さ

な
芽
は
、
約
20
日
か
け
て
大
き
く

膨ふ
く

ら
み
ま
す
。

　

６
月
中
旬
、
い
よ
い
よ
花
の
季

節
を
迎
え
ま
す
。
蓮
の
花
の
開
花

の
サ
イ
ク
ル
は
４
日
間
。
蓮
池

い
っ
ぱ
い
に
伸
び
た
花
芽
は
、
夏

の
終
わ
り
ま
で
、
こ
の
４
日
間
を

繰
り
返
し
ま
す
。
１
日
目
、
蓮
は
、

早
朝
に
少
し
だ
け
蕾
を
開
き
、
日

が
昇
る
に
つ
れ
花
を
閉
じ
ま
す
。

２
日
目
、
同
じ
よ
う
に
蕾
を
開
い

た
蓮
は
、
こ
の
日
、
最
も
美
し
い

と
も
い
わ
れ
る
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
ま
せ
す
。
３
日
目
も
同
様
に
花

を
開
い
た
蓮
は
、
次
の
日
、
全
て

の
花
び
ら
を
落
と
し
ま
す
。

　

９
月
上
旬
に
は
最
後
の
花
が
散

り
、
『
花か

た

く托
（
花
の
跡
）
』
が
残
り

ま
す
。
花
托
に
は
穴
が
あ
り
、
そ

の
中
に
種
子
が
実
っ
て
い
ま
す
。

　

乾
燥
し
た
種
や
花
托
を
取
る

と
、
蓮
池
は
冬
を
迎
え
、
残
さ
れ

た
地
下
茎
は
、
ま
た
訪
れ
る
春
を

待
ち
な
が
ら
暖
か
い
泥
中
で
眠
り

に
つ
き
ま
す
。

花蓮育成スタッフ

蓮
池
作
り
の
立
役
者

縁
で
、
そ
の
後
の
栽
培
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
今

日
の
公
開
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
田
さ
ん
の
献
身
的
な

姿
を
見
て
、
私
も
役
に
立
て
れ
ば

と
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
、
総
合
公
園
プ
ー
ル
跡
は
、

見
事
な
蓮
池
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

インタビュー

特集

拓く

の

花
光明
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『
花
蓮
光こ

う
み
ょ
う

明
ま
つ
り
』

日
に
ち　

７
月
26
日
土

時
間　

第
１
部
／
午
前
６
時
～
正

午
、
第
２
部
／
午
後
４
時
～
８

時
※
準
備
の
た
め
、
正
午
～
午
後
４

時
の
間
は
入
園
で
き
ま
せ
ん
。

内
容　

第
１
部
／
ゆ
ず
娘
写
真
撮

影
会
な
ど
、
第
２
部
／
民
謡
、

『
光
竹
の
祈
り
』
（
灯と

う
ろ
う籠

に
よ
る

花
蓮
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

※
第
２
部
に
浴
衣
・
甚
平
で
来
場

の
先
着
１
０
０
人
に
、
オ
リ
ジ
ナ

催
し
物

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

定　

各
回
先
着
10
人

※
製
作
に
は
蓮
の
糸
以
外
も
使
用

し
ま
す
。

申
・
問　

役
場
産
業
振
興
課
商
工

観
光
係
ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２

内
線
１
７
１

 

『
手
作
り
コ
ー
ス
タ
ー
教
室
』

　

蓮
の
茎
か
ら
取
れ
る
繊
維
を
何

本
も
よ
り
合
わ
せ
る
と
、
丈
夫
な

糸
に
な
り
ま
す
。
こ
の
講
座
で

は
、
そ
の
貴
重
な
糸
を
使
い
、
手

織
り
の
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま

す
。
あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く
り
ま
せ
ん

か
。

㊐　

７
月
12
日
土
、
26
日
土
、
８

月
９
日
土
午
前
10
時
（
製
作
に

は
約
１
時
間
30
分
か
か
り
ま

す
）

※
雨
天
時
は
、
翌
日
に
延
期
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

料　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

 

花
蓮
育
成
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

 

紙
芝
居
読
み
聞
か
せ

　

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
で
紙

芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

る
馬
場
通み

ち

お男
さ
ん
が
、
蓮
池
で
も

読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
で
物
語
の
世
界
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

㊐　

開
園
期
間
中
不
定
期

申　

園
内
で
馬
場
さ
ん
を
見
か
け

た
ら
、
声
を
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２
内
線

１
７
１

 
『
軽
ト
ラ
市
』

　

軽
ト
ラ
市
と
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
を
屋
台
に
見
立
て
た
朝
市

で
す
。
朝
収
穫
し
た
ば
か
り
の
新

鮮
な
野
菜
な
ど
を
積
ん
で
、
総
合

公
園
に
集
ま
り
ま
す
！

㊐　

７
月
12
日
土
、
26
日
土
、
８

月
２
日
土
午
前
７
時
か
ら

※
な
く
な
り
次
第
終
了

場　

毛
呂
山
総
合
公
園
プ
ー
ル
跡

地
北
側

問　

役
場
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２
内
線

１
７
１

ル
て
ぬ
ぐ
い
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

料　

無
料

問　

役
場
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２
内
線

１
７
１

※写真はイメージです

馬場　通男さん

花蓮のライトアップの様子

※�写真は「カボチャと新鮮野菜の朝市」�
のものです。
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蓮
の
工
芸

　

蓮
の
花
托
や
種
は
、
乾
燥
さ
せ

る
と
硬
く
な
り
、
古
く
か
ら
様
ざ

ま
な
細
工
が
作
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　

総
合
公
園
で
も
、
花
蓮
育
成
ス

タ
ッ
フ
が
作
成
し
た
人
形
た
ち

が
、
蓮
池
の
周
り
を
賑
わ
せ
て
い

ま
す
。
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ

ひ
お
近
く
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場　

毛
呂
山
総
合
公
園
プ
ー
ル
跡

地
（
大
谷
木
４
４
３
）

㊐　

８
月
20
日
水
ま
で
午
前
６
時

～
正
午

※
天
候
な
ど
の
理
由
で
休
園
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

料　

無
料

※
お
車
で
お
越
し
の
人
は
総
合
公

園
内
駐
車
場
（
無
料
）
を
ご
利
用

ア
ク
セ
ス

主
催

く
だ
さ
い
。

※
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
ご
入
園
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
（
補
助
犬
は

可
）
。

主
催　

毛
呂
山
町
観
光
協
会
花
蓮

研
究
会

問　

毛
呂
山
町
観
光
協
会
（
役
場

産
業
振
興
課
内
）
ｔ
２
９
５
―

２
１
１
２
内
線
１
７
１

毛呂山総合公園
体育館

グラウンド

蓮池（プール跡地）

蓮池入口

テニスコート

駐車場

駐車場

特集

拓く

の

花
光明
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